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航空輸出に係る問題点と課題航空輸出に係る問題点と課題航空輸出に係る問題点と課題航空輸出に係る問題点と課題    

    

航空輸出に係る問題点、課題、今後に向けた対策を調査対象者の立場別に整理し、以下のとおりまとめた。 

    

これまで輸出に取り組んだことのない理由 

� 錦鯉の生産者は小規模事業者が多く、輸出に必要な動物検疫の検査の負担金を捻出できな

い事業者が多い 

現在航空輸出に取り組んでいる企業等が直面している航空輸出特有の問題点 

� 梱包の不手際によって再梱包の手間が生じたり、水漏れを懸念して航空機への搭載を拒否

される 

� 米系の航空会社は発泡スチロールケースの貨物の搭載を拒否するなど利用できる梱包材に

制限がある。 

� 航空運賃が高い 

� 錦鯉の輸送中の斃死によるクレーム対応を嫌い、生物の搭載を受け付けない航空会社が存

在するため、利用可能な便数が制限される。 

� 錦鯉は輸送時間が長くなるほど斃死のリスクが高まるため、トランジットやフライトがキ

ャンセルになる恐れがある経由便や貨物便の利用が困難であり、利用可能な便が制限され

る。 

航空輸出量の拡大に向けた今後の課題 

航
空
輸
出
に
係
る
問
題
点
と
課
題 

� 水漏れ対策を考慮するとともに、低コストで振動に強いといった輸出に適した梱包材料の

開発・改良を行う 

�  水や梱包資材を含めた荷物の全重量に航空運賃が課金されることを考慮し、航空運賃

軽減のために少量の水で錦鯉を輸送できる工夫を行う 

� 貨物の積み下ろし作業を改善し、荷傷みを減らす 

� 錦鯉の輸送中の斃死に備え、保険制度や補償措置の取り決めを行う 

� 生鮮品を取り扱うフォワーダー（混載業者）を増やすための啓発活動を行う 

� 信頼できる輸入業者とのマッチングの機会を提供する 



7-4 

Ⅰ．輸出の動向Ⅰ．輸出の動向Ⅰ．輸出の動向Ⅰ．輸出の動向    

１１１１....            輸出品目の概要輸出品目の概要輸出品目の概要輸出品目の概要    

１）錦鯉の国内生産量１）錦鯉の国内生産量１）錦鯉の国内生産量１）錦鯉の国内生産量    

錦鯉に係る公的な統計データはなく、国内生産量は不明であるが、都道府県別では新潟県が大半を占め

ており、このほか福岡県、広島県、静岡県などが産地として知られている。 

 

２）錦鯉の輸送形態別輸出量２）錦鯉の輸送形態別輸出量２）錦鯉の輸送形態別輸出量２）錦鯉の輸送形態別輸出量 

 貿易統計上に錦鯉単独の記載がない（関税分類番号：030110900：「観賞用の魚のその他のもの」に含ま

れる）ため断定はできないが、生産者へのヒアリングによれば錦鯉は概ね航空輸出とのことである。 

錦鯉は隣国であれば海上輸出の可能性はあるが、錦鯉の輸送時間は最大でも 48時間程度と言われている。

輸出先国・地域の距離にもよるが、輸送時間は目安として 24時間から 40時間以内が推奨されている。長

時間輸送するほど錦鯉が斃死する危険性が高まることから輸送時間の短い航空輸送が中心となっており、

航空輸送に比べて輸送時間のかかる海上輸送はほとんど行われていない。 

 

３）錦鯉の輸出先国・地域別税関別輸出実績）錦鯉の輸出先国・地域別税関別輸出実績）錦鯉の輸出先国・地域別税関別輸出実績）錦鯉の輸出先国・地域別税関別輸出実績 

2008年における「観賞用の魚のその他のもの（錦鯉）」の輸出先国・地域別税関別輸出実績を、図表７-

１-１及び図表７-１-２にまとめた。利用空港としては成田空港が最も多く、福岡空港、関西空港が続いて

おり、広島空港、新潟空港などの地方空港からの航空輸出も見られる。また、博多港や下関港からの海上

輸出も見られる。 

なお、「観賞用の魚のその他のもの」のすべてが錦鯉を意味するわけではないが、その多くが錦鯉を意味

するものと見られている。 
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図表７-１-１ 錦鯉の輸出先国・地域別税関別輸出実績（2008年）① 

 

（出典：財務省「貿易統計」をもとに富士経済が作成） 
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図表７-１-２ 錦鯉の輸出先国・地域別税関別輸出実績（2008年）② 

 

（出典：財務省「貿易統計」をもとに富士経済が作成） 
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２．２．２．２．輸出者と生産者の関係輸出者と生産者の関係輸出者と生産者の関係輸出者と生産者の関係    

１）輸出の経緯と輸出者とのかかわり１）輸出の経緯と輸出者とのかかわり１）輸出の経緯と輸出者とのかかわり１）輸出の経緯と輸出者とのかかわり    

錦鯉の生産者は家族経営が中心となっているため、生産者（養鯉場）が自ら現地市場を開拓するのでは

なく、品評会への出展や現地バイヤーの訪日などをきっかけとした引き合いから輸出を始めるのが主流で

ある。 

また、錦鯉の生産者は経営規模の小さな企業等が多数を占めているため、輸出に必要な検査が負担にな

るなどの理由により、輸出に取り組むことができない零細企業が多い。 

 

２）輸出の商流と物流サプライチェーン２）輸出の商流と物流サプライチェーン２）輸出の商流と物流サプライチェーン２）輸出の商流と物流サプライチェーン    

(1)錦鯉の航空輸出における商流の実態 

錦鯉の商流は、主に以下の 3ルートに大別される。 

① 生産者（養鯉場）が輸出業者を兼ね、現地ディーラーに販売するルート 

② 生産規模の大きい生産者（養鯉場）が輸出業者を兼ね、近隣の生産者（養鯉場）の商品を集めて現地

ディーラーに販売するルート 

③ 輸出業者が生産者（養鯉場）から錦鯉を購入し、現地ディーラーに販売するルート 

 

図表７-１-３ 生産者（養鯉場）が輸出業者を兼ね、現地ディーラーに販売する際の商流 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：富士経済がヒアリング調査をもとに作成） 
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図表７-１-４ 生産規模の大きい生産者（養鯉場）が輸出業者を兼ね、近隣の生産者（養鯉場）の商品を集

めて現地ディーラーに販売する際の商流 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：富士経済がヒアリング調査をもとに作成） 

 

図表７-１-５ 養鯉場から錦鯉を購入した輸出業者が輸出販売した場合の商流 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：富士経済がヒアリング調査をもとに作成） 

 

(2)錦鯉の航空輸出における物流の実態 

生産地（養鯉場）から国内空港にトラックで直送されている。生産地（養鯉場）から現地到着までの平

均所要時間は 30～40時間となっている。 

 

図表７-１-６ 物流とリードタイム 

 

 

 

 

 

 

 

             平均所要時間 30～40時間 

（出典：富士経済がヒアリング調査をもとに作成） 
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３）国内出荷との違い・３）国内出荷との違い・３）国内出荷との違い・３）国内出荷との違い・工夫工夫工夫工夫    

 

国内出荷との違い・工夫 各都道府県の内水面水産試験場が発行する衛生証明書が必要 

 

輸出を行うにあたっては鯉ヘルペスウイルス及び鯉春ウイルス血症の検査に合格した衛生証明書の添付

が必要である。 

 

４）輸出への期待と展望４）輸出への期待と展望４）輸出への期待と展望４）輸出への期待と展望    

 鯉ヘルペスウイルスは感染性の疾病であるため、ウイルス保菌鯉を健康な鯉に混ぜてしまうと被害が甚

大になるため、海外の愛好家の中には既に保有している錦鯉への感染を恐れて買い控えを行う者も増えて

いる。 

また、経済不況や為替の影響で海外の愛好家の買い控えが見られるものの、愛好家からの支持は根強く

今後も堅実な市場を維持するものと思われる。 

ただし、経営実態としては個人経営が大半である上、品評会・注文販売が中心の市場であり、生産者（養

鯉場）または輸出業者が現地に赴いて愛好家を新規開拓するような動きはほとんど見られない。そのため、

業者レベルの話ではないが、愛好家の多い既存輸出先国の未開拓地域や、発展途上国の富裕層への PR 活

動が必要である。 

 

 

３．輸出の際の取引条件３．輸出の際の取引条件３．輸出の際の取引条件３．輸出の際の取引条件    

    生産者が錦鯉を米国向けに輸出販売した場合の価格の流れを図表７-１-７にまとめた。最終価格は物流量

により多少の変動はあるものの、米国での小売販売価格は日本の小売価格の約 2倍となる。 

輸出の際、衛生証明書の取得や空港までの物流費、通関手数料のほか、航空機の利用料等が必要となる。

米国着後は関税や輸入通関業者への支払い等が必要となる。 

 

図表７-１-７ 米国向け輸出販売価格 

    

 米国向け輸出 

    

国内出荷価格  体長 15ｃｍ1匹  300～500円 

   （衛生証明書 物流費、通関税） 

   （航空コスト等） 

    

 米国での小売販売価格    500～700 円前後    

 

（出典：富士経済がヒアリング調査をもとに作成） 
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輸出業者は、錦鯉そのものの商品価格に航空運賃等を上乗せした価格で輸入業者に販売している。 

決済は円建てで行われている。荷姿として錦鯉と水の入った袋を段ボール箱で梱包して輸出するため、

錦鯉と水の重さの総重量に航空運賃がかかる。そのため水質改善剤などを入れて水の量を減らすことで航

空運賃を引き下げるケースが見られる。 

錦鯉は生きものということもあり、サンプル品を提供するような例は見られない。 

定期的に行われる国内の品評会への出展や、顧客からの問い合わせのメールにサンプル写真を添付する

ことで、対応している。 

契約外費用、損失の扱いについては、輸送中の水漏れや長時間の輸送によって錦鯉が斃死するケースが

多く、その場合の損失は生産者（養鯉場）が負っている。 

取引面においては、数年間に渡って取引関係を持続し信頼関係を築くことのできた現地ディーラーに対

して、後払いで輸出を行ったところ持ち逃げをされた、という損失事例が確認された。 
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Ⅱ．輸出する生鮮農林水産物の搭載形態Ⅱ．輸出する生鮮農林水産物の搭載形態Ⅱ．輸出する生鮮農林水産物の搭載形態Ⅱ．輸出する生鮮農林水産物の搭載形態    

１．１．１．１．    調達方法と鮮度調達方法と鮮度調達方法と鮮度調達方法と鮮度    

１）調達基準と鮮度１）調達基準と鮮度１）調達基準と鮮度１）調達基準と鮮度    

注文販売が主流であるため顧客の注文した商品を調達する。活魚での出荷を行っており、鮮度の観点で

はなく、輸送中の斃死を可能な限り防ぐ観点で工夫を行う必要がある。 

 

２）輸入国側のニーズ反映方法２）輸入国側のニーズ反映方法２）輸入国側のニーズ反映方法２）輸入国側のニーズ反映方法    

品評会に出展しディーラーと商談することや固定客からの注文を通じて現地ニーズを汲み取っている。 

 

３）生産者への輸出意向の確認と意思伝達方法３）生産者への輸出意向の確認と意思伝達方法３）生産者への輸出意向の確認と意思伝達方法３）生産者への輸出意向の確認と意思伝達方法    

錦鯉業界の市場参加者は個人経営の事業者が多く、生産者が自ら輸出を行うケースが多い。そのため現

地納品日から逆算して自社飼育の錦鯉を輸出している。 

比較的経営規模の大きい個人の生産者（養鯉場）の場合は、近隣の生産者（養鯉場）の錦鯉の輸出を代

行するケースもある。その際は、輸出を依頼する生産者（養鯉場）は、フォワーダーが手配したトラック

が集荷に来る指定日時までに輸出代行者のもとへ錦鯉を輸送する。 

 

 

２．荷姿と品質管理手法２．荷姿と品質管理手法２．荷姿と品質管理手法２．荷姿と品質管理手法    

１）包装容器とコスト１）包装容器とコスト１）包装容器とコスト１）包装容器とコスト 

荷姿は錦鯉と水と酸素の入ったビニール袋を段ボールに入れて輸出している。 

航空輸送中に水漏れが発生し、錦鯉が死亡するケースや、他の貨物に悪影響を及ぼすことを避けるため

に、防水シートや袋を二重三重に被せるなど水漏れを防ぐ試みが行われている。 

 

２）保冷剤と保冷能力２）保冷剤と保冷能力２）保冷剤と保冷能力２）保冷剤と保冷能力    

    錦鯉は常温で輸送されるため、通常は保冷剤等による温度管理は不要である。 

ただし、水温を低くすると新陳代謝が緩やかになり水が汚れにくくなるというメリットがあるため、気

温が高い時期には、保冷剤を用いて低い温度での輸出を行う場合がある。 

    

３）出荷予冷等品質管理の創意工夫３）出荷予冷等品質管理の創意工夫３）出荷予冷等品質管理の創意工夫３）出荷予冷等品質管理の創意工夫    

常温物流であるため予冷は行わない。輸出の日程が決まった場合、出荷日の数日前から餌抜きを行い、

糞を出させることで輸送中に糞に起因するアンモニアによる水質悪化を避ける試みが見られる。 

鯉が弱っている場合は薬浴（0.5～0.6％の塩水の中で錦鯉を数週間管理する作業）を行う。 

輸送時間は短ければ短いほど錦鯉への負担は少ないが、一般的に 48時間を越えると生存が難しくなるた

め、48時間を越えるような輸送の場合は、1箱当たりの入り数（匹数）を減らし一定時間における酸素の

消費量を減らすなどの工夫が見られる。 

 



7-12 

３３３３....    混載混載混載混載    

錦鯉の場合は、航空輸送上、生物扱いとなるため、他の一般貨物とは航空運賃の kgあたりの課金額が異

なることや、一般貨物よりも貨物の積み下ろしでの優先順位が高く、他の貨物よりも先に積まれて先に下

ろされるといったメリットを持つことから、混載を行っている事例は見受けられない。 
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Ⅲ．動物検疫等の状況Ⅲ．動物検疫等の状況Ⅲ．動物検疫等の状況Ⅲ．動物検疫等の状況    

１．空港検査の状況１．空港検査の状況１．空港検査の状況１．空港検査の状況    

 日本国内の空港では、錦鯉が検疫の対象ではないため検疫自体が行われていない。 

現地での検疫は、輸入基準を満たしたことを示す衛生証明書を添付していれば問題は発生していない。 

 

 

２．動物検疫にかかるその他条件･現状２．動物検疫にかかるその他条件･現状２．動物検疫にかかるその他条件･現状２．動物検疫にかかるその他条件･現状    

① 産地登録 

各都道府県による輸出錦鯉衛生証明書発行ガイドラインに基づき、コイヘルペスウイルス及びコイ春ウ

イルス血症の基準を満たした養鯉場はリスト登録され、都道府県担当部署が農林水産省消費・安全局畜水

産安全管理課水産安全室に養鯉場のリスト登録を報告する。 

 

② 現地確認 

臨床観察は概観上、異常を示す個体がないことを確認する。 

 

 

３．検疫のコストと時間３．検疫のコストと時間３．検疫のコストと時間３．検疫のコストと時間    

鯉ヘルペスウイルス及び鯉春ウイルス血症の検査は合わせて約 2 週間を要する。錦鯉の生産量の多い新

潟県では輸出用に関しては検査費を生産者（養鯉場）が負担するが、検査費が無料の都道府県も見られる。 

 

 

４．４．４．４．HACCPHACCPHACCPHACCP認証の取得等の状況認証の取得等の状況認証の取得等の状況認証の取得等の状況    

錦鯉に対する HACCP認証等は必要ない。 
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Ⅳ．温度管理の状況Ⅳ．温度管理の状況Ⅳ．温度管理の状況Ⅳ．温度管理の状況    

１．求められる温度帯、鮮度管理１．求められる温度帯、鮮度管理１．求められる温度帯、鮮度管理１．求められる温度帯、鮮度管理    

錦鯉は常温物流を基本とする。気温が高いと管理上問題が生じるが、夏場の輸送は少なく、温度管理に

よる問題はほとんど発生していない。 

 

 

２．保冷施設の設置・配置状況と課題２．保冷施設の設置・配置状況と課題２．保冷施設の設置・配置状況と課題２．保冷施設の設置・配置状況と課題 

常温物流に対応しているため、保冷施設は不要である。 

 

１）空港までの保冷環境１）空港までの保冷環境１）空港までの保冷環境１）空港までの保冷環境    

常温のトラックを使用しており、保冷輸送は行っていない。 

 

２）輸出空港とインフラ状況２）輸出空港とインフラ状況２）輸出空港とインフラ状況２）輸出空港とインフラ状況    

常温物流であるため、輸出空港で冷蔵設備を使用することはない。 

 

３）航空会社と機内管理３）航空会社と機内管理３）航空会社と機内管理３）航空会社と機内管理    

常温物流であるため温度管理に問題はないが、航空機内においては水漏れによって他の貨物に影響が出

た場合、航空会社から次回以降の搭載を拒否されるケースもあるため、水漏れ対策が必須である。 

 

４）輸出先空港とインフラ状況４）輸出先空港とインフラ状況４）輸出先空港とインフラ状況４）輸出先空港とインフラ状況    

常温物流であるため、輸出先空港で冷蔵設備を使用することはない。 

 

    

３．クールチェーン全体でのボトルネックと課題３．クールチェーン全体でのボトルネックと課題３．クールチェーン全体でのボトルネックと課題３．クールチェーン全体でのボトルネックと課題 

常温物流であるため、クールチェーンに関する問題は特に発生していない。 

 

 

４．クールチェーン確保のための運用手法４．クールチェーン確保のための運用手法４．クールチェーン確保のための運用手法４．クールチェーン確保のための運用手法 

常温物流を基本とするため、クールチェーン確保のための特別な運用は不要である。 

 

 


